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１  監査を実施した監査委員名  

加  藤  雅  美  

小  栗  一  徳  

坂  巻  重  男  

林    伸  司  

 

２  監査の種類  

地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 １ ９ ９ 条 第 １ 項 及 び

第 ４ 項 の 規 定 に よ る 定 期 監 査 並 び に 同 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 事 務

の 執 行 に 係 る 行 政 監 査  

 

３  監査の対象  

(1) １ 次 実 施 分  

ア  監 査 の 対 象 と し た 部 局  

(ｱ) 総 務 部  

(ｲ) 財 政 部  

(ｳ) 保 健 福 祉 部  

(ｴ) 土 木 部  

(ｵ) 会 計 課  

(ｶ) 水 道 部  

(ｷ) 消 防 局  

(ｸ) 議 会 事 務 局  

(ｹ) 選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局  

(ｺ) 監 査 事 務 局  

(ｻ) 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 部  

(ｼ) 教 育 委 員 会 学 校 教 育 部  

イ  監 査 の 対 象 と し た 期 間  

令 和 ３ 年 度 分 で 令 和 ３ 年 ８ 月 ３ １ 日 ま で に 執 行 さ れ た 事 務

事 業 （ 必 要 と 認 め た 部 分 に つ い て は 令 和 ２ 年 度 以 前 分 を 含

む 。 ）  

(2) ２ 次 実 施 分  
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ア  監 査 の 対 象 と し た 部 局  

(ｱ) 企 画 部  

(ｲ) 地 域 づ く り 推 進 部  

(ｳ) 市 民 生 活 部  

(ｴ) 保 健 所  

(ｵ) こ ど も 部  

(ｶ) 環 境 部  

(ｷ) 経 済 産 業 部  

(ｸ) 都 市 部  

(ｹ) 農 業 委 員 会 事 務 局  

イ  監 査 の 対 象 と し た 期 間  

令 和 ３ 年 度 分 で 令 和 ３ 年 ９ 月 ３ ０ 日 ま で に 執 行 さ れ た 事 務

事 業 （ 必 要 と 認 め た 部 分 に つ い て は 令 和 ２ 年 度 以 前 分 を 含

む 。 ）  

 

４  重点監査項目及び着眼点  

(1) 重 点 監 査 項 目  

ア  部 署 ご と の リ ス ク 評 価  

昨 年 度 に 引 き 続 き リ ス ク 評 価 を 実 施 し ， リ ス ク 評 価 結 果 を

参 考 資 料 と し て リ ス ク の 重 要 度 を 勘 案 し た 効 率 的 か つ 効 果 的

な 監 査 を 行 う 。  

イ  内 部 統 制 の 体 制 整 備 及 び 運 用 の 状 況 確 認  

昨 年 度 の 定 期 監 査 で 指 摘 等 が あ っ た 事 項 が 各 部 署 で 改 善 さ

れ て い る か ， 簿 冊 調 査 等 に よ り 内 部 統 制 の 状 況 を 確 認 す る 。  

ウ  主 要 な 事 務 事 業 の 執 行 状 況 に つ い て  

令 和 ３ 年 度 当 初 予 算 案 の 概 要 に 掲 載 さ れ た 主 要 な 事 務 事 業

に つ い て ， 進 捗 状 況 を 確 認 す る と と も に ， 経 済 性 ・ 効 率 性 ・

有 効 性 の 観 点 か ら 実 績 確 認 及 び 費 用 対 効 果 を 検 証 す る 。  

エ  過 去 の 監 査 結 果 を 踏 ま え た 監 査  

昨 年 度 及 び そ れ 以 前 の 定 期 監 査 の 結 果 に お け る 指 摘 事 項 等

を リ ス ク と 捉 え ， そ れ ら に 対 す る 取 組 状 況 に つ い て フ ォ ロ ー
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ア ッ プ を 行 う 。  

(2) 着 眼 点  

柏 市 監 査 基 準 第 １ ３ 条 第 ４ 項 第 ３ 号 に よ り ， 柏 市 監 査 等 実 施

要 領 ４ (2)別 項 に 定 め る 監 査 等 の 着 眼 点 の う ち ，「 第 １ 節  財

務 事 務 監 査 の 着 眼 点 」，「 第 ２ 節  経 営 に 係 る 事 業 管 理 監 査 の

着 眼 点 」 及 び 「 第 ３ 節  行 政 監 査 の 着 眼 点 」 を 用 い た 。  

 

５  監査の主な実施内容  

(1) 監 査 資 料  

ア  主 要 な 事 務 事 業 に 関 す る 調  

イ  事 務 及 び 事 業 の 状 況 調  

ウ  現 金 等 の 取 扱 い 状 況 に 関 す る 調  

エ  予 算 執 行 状 況 調 （ 歳 入 ）  

オ  予 算 執 行 状 況 調 （ 歳 出 ）  

カ  特 定 科 目 の 執 行 状 況 調  

キ  委 託 事 務 ・ 事 業 契 約 状 況 調 （ 担 当 課 扱 い ）  

ク  工 事 請 負 契 約 状 況 調 （ 担 当 課 扱 い ）  

監 査 の 対 象 部 署 か ら ， 上 記 の 監 査 資 料 を 提 出 さ せ ， 必 要 に 応

じ て 担 当 職 員 へ の 聞 き 取 り を 含 め て 監 査 を 実 施 し た 。  

(2) 簿 冊 調 査  

監 査 の 対 象 部 署 か ら ， 予 算 執 行 （ 収 入 ）， 契 約 ， 補 助 金 ， 財

産 管 理 ， 会 計 年 度 任 用 職 員 ， 貸 付 金 ， 現 金 管 理 な ど の 事 務 の

関 係 簿 冊 を 提 出 さ せ ， 必 要 に 応 じ て 担 当 職 員 へ の 聞 き 取 り を

含 め て 調 査 を 実 施 し た 。  

な お ， 上 記 以 外 に ， 歳 入 歳 出 予 算 の 執 行 状 況 に つ い て は ， 令

和 ３ 年 度 例 月 現 金 出 納 検 査 の 一 環 と し て 実 施 し た 伝 票 調 査 結

果 を 参 考 と し た 。  

(3) 現 地 調 査 及 び 書 面 調 査  

庁 内 各 部 署 を 訪 問 し ， 現 金 等 の 管 理 状 況 や リ ス ク 評 価 の 状 況

に つ い て ， 担 当 職 員 へ の 聞 き 取 り 等 に よ り 調 査 を 実 施 し た 。

ま た ， 学 校 ・ 保 育 園 ・ 近 隣 セ ン タ ー に お け る 現 金 等 の 管 理 状
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況 に つ い て は ， 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 予 防 の 観 点 か ら ，

訪 問 を 避 け 書 面 等 に よ る 調 査 を 実 施 し た 。  

 

６  監査の期間及び質疑日・質疑実施場所  

(1) 期 間  

令 和 ３ 年 ９ 月 １ 日 か ら 令 和 ３ 年 １ ２ 月 ６ 日 ま で  

(2) 質 疑 日 ・ 質 疑 実 施 場 所  

ア  １ 次 実 施 分  

令 和 ３ 年 １ ０ 月 １ ２ 日 か ら 同 月 １ ４ 日  

柏 市 役 所 本 庁 舎 第 ２ ・ ３ 委 員 会 室  

イ  ２ 次 実 施 分  

令 和 ３ 年 １ １ 月 ８ 日 ， 同 月 ９ 日 ， 同 月 １ １ 日  

柏 市 役 所 本 庁 舎 第 ５ ・ ６ 委 員 会 室 及 び 別 館 第 ５ 会 議 室  

 

７  監査の結果  

監 査 は ， 柏 市 監 査 基 準 に 準 拠 し 実 施 し た 。 そ の 結 果 ， 特 に 次 の

事 項 に つ い て は ， 柏 市 監 査 等 の 結 果 等 取 扱 要 領 に 定 め る 結 果 の 判

断 基 準 に よ り 指 摘 事 項 又 は 注 意 事 項 に 該 当 す る も の と 決 定 し た 。  

全 て の 部 署 に お い て ， 法 令 等 を 遵 守 し た 財 務 及 び そ の 他 の 事 務

を 執 行 し て い る か ， 今 一 度 確 認 さ れ 適 正 な 事 務 の 執 行 に 努 め ら れ

た い 。  

 

【指摘事項】  

指 摘 事 項 は ， 公 金 の 支 出 に 適 正 を 欠 く も の や 契 約 事 務 に 適 正 を

欠 く も の 等 の 判 断 基 準 に 基 づ き 決 定 し た も の で あ る 。  

本 監 査 に お け る 指 摘 事 項 は 以 下 の と お り で あ る 。  

 

(1) 契約事務に適正を欠くもの  

 ア  見 積 書 の 不 適 切 な 徴 取 に つ い て  

   本 件 は ， 教 育 委 員 会 学 校 教 育 部 学 校 保 健 課 に お い て ， 物 品 購

入に 関す る 見積 り 合わ せの 結 果報 告 を作 成す る 際に ， 参加 業 者
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が提 出し た 見積 書 の数 量に 誤 りが あ る こ とを 確 認し ， 見積 書 の

再 提 出 を 求 め た 事 案 で あ る 。  

   本 来 ， こ の よ う な 場 合 は ， 見 積 者 に 仕 様 書 の 内 容 と 見 積 内 容

との 整合 性 を確 認 し， 見積 者 側の 錯 誤が 判明 し た場 合 は， 契 約

の相 手方 の 決定 前 に無 効と す るこ と が適 当で あ る（ 担 当課 の 見

積 り 合 わ せ Ｆ Ａ Ｑ の Ｑ ２ ２ 及 び Ａ２２）。  

   学 校 保 健 課 に 確 認 し た と こ ろ ， 数 量 に 誤 り が あ る 見 積 書 を 提

出し た参 加 業者 が 結果 とし て ，最 低 金額 を提 示 した 者 では な か

った こと も あり ， 正し い数 量 及び 金 額で 再提 出 させ る べき と 判

断し ，契 約 の相 手 方の 決定 後 に見 積 書の 再提 出 を求 め たと の こ

と で あ る 。  

   し か し な が ら ， 当 該 行 為 は ， 見 積 り 合 わ せ の 参 加 者 全 員 の 前

で告 知し た 見積 書 の金 額を ほ かの 参 加者 の確 認 なし に 書き 直 さ

せる もの で あり ， 見積 り合 わ せ参 加 業者 から の 信頼 を 揺る が し

か ね な い も の で ， 事 務 の 適 正 を 欠 い て お り 遺 憾 で あ る 。  

   教育委員会学校教育部学校保健課  

 イ  契 約 書 の 不 備 に つ い て  

   本 件 は ， 保 健 所 生 活 衛 生 課 動 物 愛 護 ふ れ あ い セ ン タ ー に お い

て， 業務 委 託に 関 する 契約 書 に柏 市 長印 が押 印 され て いな か っ

た事 案， 及 び環 境 部廃 棄物 政 策課 清 掃施 設整 備 室に お いて ， 業

務 委 託 に 関 す る 契 約 書 の 日 付 が 空 欄 に な っ て い た 事 案 で あ る 。  

   契 約 書 を 作 成 す る 場 合 は ， 市 長 等 と 契 約 の 相 手 方 の 双 方 が 契

約書 に記 名 押印 し た時 に契 約 が成 立 する こと か ら ， 契 約書 に は

市長 等と 相 手方 の 双方 が実 際 に記 名 押印 した 日 付を 記 載す る こ

とに なっ て いる （ 地方 自治 法 第２ ３ ４条 第５ 項 ，文 書 事務 ハ ン

ド ブ ッ ク 契 約 文 書 編 第 ３ 章 １ ５ ）。  

   動 物 愛 護 ふ れ あ い セ ン タ ー に 確 認 し た と こ ろ ， 相 手 方 が 保 有

する 契約 書 にも 柏 市長 印が 押 印さ れ てい なか っ たと い うこ と で

あっ た。 ま た， 清 掃施 設整 備 室に 確 認し たと こ ろ， 相 手方 の 保

有す る契 約 書に は 日付 の記 入 があ っ たも のの ， 公印 使 用日 と 異

な る 日 付 と な っ て お り ， 訂 正 が 必 要 と の こ と で あ っ た 。  
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   両 事 案 と も 担 当 者 の 確 認 不 足 に よ り 押 印 及 び 契 約 日 の 日 付 記

入漏 れが 発 生し た とい うこ と であ る が， 契約 者 双方 の 記名 押 印

及び 日付 は 契約 書 にお いて 極 めて 重 要な 事項 で あり ， 契約 の 成

立及 び委 託 期間 が 不明 瞭で あ り， 事 務の 適正 を 欠い て おり 遺 憾

で あ る 。  

   保健所生活衛生課動物愛護ふれあいセンター  

   環境部廃棄物政策課清掃施設整備室  

 

 本指摘対 象 部署 においては ，再発 防止に向け ，組織 として適正

な契約事務を行 う ため，関連する 法 令等や事務処理 マ ニュアルを

常に確認し，職 員 への事務指導や 確 認体制の 構築を 徹 底されたい。  

 なお，契 約事務 については ，上記 指摘事項以 外にも 不適切な処

理が多数見受け ら れたところであ る （「【注意事項 】 (1) 契約関係

事 務 の 不 適 切 な 処 理 に つ い て 」 参 照 ）。  

 他部署に おいて もこれらの 事例を 教 訓 と し ， 見積り 合わせの書

類のチェックを 確 実に行うととも に ，契約に当たっ て は最終的な

契約の締結まで 複 数人で事務処理 を 確認するなど， 適 正な事務執

行 に 留 意 さ れ た い 。  

 また，契 約事務 を所管する 財政部 契約課にお いては ，契約手続

について改めて 全 庁に周知を行い ， 各部署が適正な 契 約事務を実

施 で き る よ う 指 導 さ れ た い 。  

 財政部契約課  

 

指 摘 事 項 に つ い て は 以 上 の と お り で あ る 。 本 監 査 の 結 果 に 基 づ

き 措 置 を 講 じ た と き は ， そ の 旨 を 速 や か に 監 査 委 員 に 報 告 さ れ た

い 。  

 

【注意事項】  

注 意 事 項 は ， 指 摘 事 項 と す る に は 至 ら な い が ， 事 務 の 執 行 に お

け る 基 本 的 な 事 項 と し て ， 妥 当 性 に 欠 け 改 善 を 要 す る も の 及 び 軽

易 な 又 は 定 型 的 な 誤 り で 速 や か に 改 善 が 可 能 と 判 断 し た も の 等
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（ 監 査 執 行 ま で に 改 善 さ れ た も の を 含 む ） で あ る 。  

本 監 査 に お け る 注 意 事 項 は 以 下 の と お り で あ る 。  

 

(1) 契約関係事務の不適切な処理について  

 ア  見 積 り 合 わ せ で 徴 取 し た 見 積 書 の 日 付 が 未 記 入 だ っ た も の  

 地域づくり推進部地域支援課  

 市民生活部市民課パスポートセンター  

 保健福祉部生活支援課  

 保 健 所 保 健 予 防 課 ， 同 生 活 衛 生 課 動 物 愛 護 ふ れ あ い セ ン タ

ー   

 都市部住宅政策課  

 水道部浄水課  

 消防局企画総務課  

 教育委員会学校教育部学校施設課  

 イ  予 算 の 流 用 又 は 契 約 金 額 の 増 額 が 生 じ た 担 当 課 契 約 に 係 る 施

行 伺 に つ い て ， 必 要 と な る 財 政 部 財 政 課 の 合 議 を 欠 い た も の

（ 財 務 会 計 の 手 引 Ｐ ９ ９ － ２ ， 契 約 事 務 の 手 引 き Ｐ ８ ６ ）  

 保健福祉部福祉政策課，同高齢者支援課  

 都市部都市計画課  

 ウ  見 積 り 合 わ せ で 徴 取 し た 見 積 書 の 業 者 押 印 が 漏 れ て い た も の  

 保健所保健予防課，同健康増進課  

 エ  概 算 計 算 書 及 び 施 行 伺 の 記 載 金 額 誤 り  

 保健所保健予防課  

 オ  個 人 情 報 保 護 に 関 す る 協 定 書 の 締 結 漏 れ  

 保健所生活衛生課動物愛護ふれあいセンター  

 カ  見 積 り 合 わ せ 結 果 報 告 書 の 契 約 日 の 記 載 誤 り  

 こども部学童保育課  

 キ  見 積 り 合 わ せ に お い て 徴 取 し た 見 積 書 の 合 計 金 額 と 内 訳 金 額

が 異 な っ て い た も の  

 保健所健康増進課  

 



 

 

 

8 

(2) 公印使用に関する不適切な処理について  

  公 印 を 使 用 す る と き は ， 公 印 を 使 用 し よ う と す る 文 書 及 び 決 裁

文 書 を 管 理 者に提 出し，決裁 文書に 管理者の検 印を受 けることに

な っ て い る （ 柏 市 公 印 規 程 第 ８ 条 ）。  

  本 件 は 令 和 ２ 年 度 に 実 施 し た 定 期 監 査 に お い て 注 意 事 項 と し た

ものである が，本 監査におい ても以 下の不適切 な処理 が複数の部

署で散見さ れたも のである。 いずれ の件につい ても， 公印を使用

する際に， 各公印 の管理者が その目 的や文書等 を確認 し，公印使

用検印を押 印した 上で公印を 使用さ せているの か疑念 を抱かせる

ものである ことか ら， 全ての 部署で 公印使用の 手順を 再確認する

とともに， 各公印 の管理者の 適正な 管理の下で の運用 を徹底され

た い 。  

  ま た ， 公 印 管 理 事 務 を 所 管 す る 総 務 部 行 政 課 に お い て は ， 各 部

署 に 対 し 適 正 に 公 印 が 使 用 さ れ る よ う 指 導 さ れ た い 。  

総務部行政課  

 ア  公 印 使 用 検 印 が 漏 れ て い た も の  

 財政部収納課  

 地域づくり推進部地域支援課  

 市民生活部市民課  

 保健福祉部福祉政策課，同高齢者支援課  

 保 健所 生活 衛 生 課， 同生 活衛 生 課 動物 愛護 ふれ あ い セン ター ，

同健康増進課  

 こども部学童保育課，同保育運営課  

 環境部廃棄物政策課清掃施設整備室  

 教育委員会生涯学習部文化課  

 教育委員会学校教育部指導課  

イ  公 印 使 用 日 ， 公 印 使 用 検 印 及 び 契 約 関 係 書 類 の 日 付 の 不 一 致  

 地域づくり推進部スポーツ課  

 保健福祉部高齢者支援課，同地域包括支援課  

 保健所保健予防課  

 こども部こども福祉課，同学童保育課，同保育運営課  
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 環境部北部クリーンセンター  

 都市部北部整備課  

 土木部道路整備課  

 教育委員会生涯学習部生涯学習課中央公民館，同図書館  

 教育委員会学校教育部指導課  

 

(3) 補助金関係事務の不適切な処理について  

  以 下 の 補 助 金 交 付 に 係 る 事 案 は ， い ず れ も 柏 市 補 助 金 等 交 付 規

則（以下「 規則」 という。） に照ら して不適切 であり ，改善され

た い 。  

 ア  補 助 事 業 者 の 事 業 完 了 時 期 変 更 に 係 る 事 務 手 続 の 不 備  

   令 和 ２ 年 度 公 的 介 護 施 設 等 整 備 等 補 助 金 に お い て ， 補 助 事 業

者 か ら 事 業 が 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 で 一 時 中 断 し

た こ と に よ り 年 度 を 超 え る 見 込 み で あ る 旨 の 報 告 を 受 け た に

も か か わ ら ず ， 補 助 事 業 者 へ 口 頭 に よ る 指 示 し か 行 っ て い な

か っ た 。 年 度 を 超 え て の 補 助 事 業 と な り 重 要 な 変 更 で あ る と

判 断 さ れ る べ き も の で あ り ， 書 面 に よ り 指 示 す る こ と が 妥 当

な も の （ 規 則 第 ４ 条 ）。  

 保健福祉部高齢者支援課  

 イ  補 助 金 交 付 申 請 書 の 審 査 不 備  

  補助金 交付申 請書の日付 が誤っ ていたにも かかわ らず，交付

決 定 し た も の （ 規 則第３条）。  

 保健福祉部地域包括支援課  

 ウ  補 助 金 交 付 要 綱 に お け る 補 助 対 象 経 費 の 明 確 化  

   令 和 ３ 年 度 柏 市 社 会 福 祉 協 議 会 補 助 金 （ 成 年 後 見 事 業 ） に 係

る補 助金 交 付申 請 書の 添付 書 類で あ る収 支予 算 書に ， 社会 福 祉

協 議 会 補 助 金 交 付 要 綱 （ 以 下 「 要 綱 」 と い う 。） 第 ２ 条 別 表 で

対象 経費 と して 明 記さ れて い ない 経 費（ 福利 厚 生費 ） が含 ま れ

てい たに も かか わ らず ，そ の まま 補 助金 交付 決 定を 行 って い た

も の 。  

   な お ， 担 当 部 署 は 別 表 中 の 「 租 税 公 課 等 」 に 含 ま れ る と の 見
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解を 示し て いる が ，福 利厚 生 費を 対 象経 費と す るな ら ば要 綱 に

明 確 に そ の 旨 を 規 定 さ れ た い 。  

 保健福祉部地域包括支援課  

 エ  給 付 金 申 請 に 係 る 支 給 要 件 の 確 認 書 類 の 不 足  

  低 所 得 の 子 育 て 世 帯 に 対 す る 子 育 て 世 帯 生 活 支 援 特 別 給 付 金

の 申 請 に お い て ， 支 給 要 件 の 確 認 書 類 に 不 足 が あ る に も か か わ

ら ず 給 付 金 の 支 給 が 行 わ れ て い た も の （ 規 則 第 ２ 条 ， 第 ３ 条 ）。  

  な お ， 確 認 し た 状 況 が 把 握 で き る よ う ， 国 の 補 助 制 度 に 則 し

た 内 容 で 様 式 の 整 理 や 担 当 者 の 明 確 化 が 図 ら れ る こ と が 望 ま し

い 。  

 こども部こども福祉課  

 オ  助 成 金 実 績 報 告 に 係 る 添 付 書 類 の 不 備  

  猫 の 不 妊 去 勢 手 術 助 成 金 の 実 績 報 告 に お い て ， 実 績 報 告 書 の

添 付 書 類 に 不 備 が あ る に も か か わ ら ず 助 成 金 の 交 付 額 の 確 定 が

行 わ れ て い た も の （ 規 則 第 １ ２ 条 ， 第 １ ３ 条 ）。  

 保健所生活衛生課動物愛護ふれあいセンター  

 

(4) 支払遅延について  

  債 権 者 へ の 支 払 が 遅 延 し た も の （ 政 府 契 約 の 支 払 遅 延 防 止 等 に

関 す る 法 律 第 ６ 条 ， 第 １ ４ 条 ）。  

  本 件 は ， 会 計 課 か ら 令 和 ３ 年 ８ 月 ６ 日 付 け で 庁 内 ネ ッ ト ワ ー ク

の 掲 示 板 に お い て 全庁に注意 喚起さ れたもので あるが ，支払遅延

は債権者に 損害を 与えるとと もに， 遅延損害金 等の発 生により市

において本 来不要 な支出が生 じる恐 れもあるた め，該 当部署にお

いては再発 防 止策 を講じその 徹底を 図るととも に，全 ての部署に

おいても， 請求書 を受領した ら期限 を厳守し速 やかに 支出を行う

よ う 引 き 続 き 取 り 組 ま れ た い 。  

  な お ， こ ど も 部 学 童 保 育 課 及 び 教 育 委 員 会 学 校 教 育 部 指 導 課 は

支払遅延に 加え支 出負担行為 伺票の 起票遅れも あり， この面でも

適 正 な 支 払 事 務 を 執 行 さ れ た い 。  

総務部防災安全課  
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こども部学童保育課  

教育委員会学校教育部指導課  

 

(5) 支出負担行為伺の不適切な処理について  

 ア  支 出 負 担 行 為 伺 票 の 起 票 漏 れ  

   工 事 ・ 委 託 等 に 関 わ る 契 約 行 為 （ ＝ 支 出 負 担 行 為 ） が 行 わ れ

てい たに も かか わ らず ，担 当 職員 の 認識 不足 や 失念 等 様々 な 原

因に より ， 支出 負 担行 為伺 票 の起 票 が適 切に 行 われ て いな か っ

た も の （ 柏 市 財 務 規 則 第 ５ ９ 条 ， 第 ６ ３ 条 ）。  

 保 健所 総 務企 画 課， 同保 健 予防 課 ，同 地域 保 健課 ， 同健 康 増

進課，同衛生検査課  

 環境部南部クリーンセンター  

 経済産業部商工振興課  

 都市部公園緑地課  

 土木部道路整備課  

 教育委員会学校教育部学校施設課  

 イ  支 出 負 担 行 為 伺 票 の 決 裁 権 者 の 押 印 漏 れ 及 び 会 計 管 理 者 へ の

事 前 審 査 依 頼 漏 れ  

   廃 棄 物 処 理 委 託 に つ い て ， 支 出 負 担 行 為 伺 票 に 決 裁 権 者 の 押

印が 漏れ て いた も の。 また ， 支出 負 担 行 為額 が １， ０ ００ 万 円

を超 えて い たに も かか わら ず ，事 前 に会 計管 理 者の 審 査に 付 し

て い な か っ た も の （ 柏 市 財 務 規 則 第 ３ 条 ， 第 ６ ４ 条 ）。  

 教育委員会学校教育部学校施設課  

 

(6) 調定の不適切な処理について  

 ア  調 定 遅 れ に つ い て  

  随時の 収入で 納入の通知 を発す るものは原 因の発 生したとき

に 調 定 し な け れ ば な ら な い が （ 柏 市 財 務 規 則 第 ２ ９ 条 ）， 生 活

保護 費返 還 金に つ いて ，納 入 の通 知 を発 して い たに も かか わ ら

ず 調 定 の 遅 れ が 多 数 発 生 し て い た も の 。  

  なお保 健福祉 部生活支援 課には ， 同様の事 案によ り令和元年
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度及 び令 和 ２年 度 に実 施し た 定期 監 査に おい て も注 意 及び 口 頭

によ る指 導 を行 っ てお り， 引 き続 き 柏市 財務 規 則の 規 定に 基 づ

く 適 正 処 理 に 努 め る と と も に ， 再 発 防 止 対 策 を 徹 底 さ れ た い 。  

 保健福祉部生活支援課  

 イ  調 定 時 期 の 誤 り  

  前年度 以前の 歳入に係る 調定が 未収入のま ま繰り 越された場

合に おい て ，そ の 当初 の調 定 が前 年 度で ある 場 合は 当 年度 ６ 月

１日 に， ま た当 初 の調 定が 前 々年 度 以前 であ る 場合 に は当 年 度

４月 １日 に 起票 す べき であ る が， 後 者の 繰越 調 定が ４ 月１ 日 で

はな く６ 月 に起 票 され てい た もの （ 地方 自治 法 施行 令 第１ ５ ４

条 ， 柏 市 財 務 規 則 第 ２ ９ 条 ）。  

 市民生活部保険年金課  

 

(7) 貸付金支出に係る契約書又は確約書の不備について  

  柏 市 生 涯 現 役 促 進 協 議 会 運 営 資 金 貸 付 金 の 貸 付 決 定 及 び 支 出 に

際して，柏 市財務 規則第６３ 条別表 第３で支出 負担行 為に必要な

書類と規定 されて いる契約書 又は確 約書を徴し ていな かったもの

（ 柏 市 財 務 規 則 第 ６ ３ 条 別 表 第 ３ ）。  

保健福祉部福祉政策課  

 

(8) 固定資産税の評価誤りに伴う長期間遡及した過誤納金還付金及

び過誤納金還付加算金の支出について  

  本 件 は ， 過 去 の 固 定 資 産 税 の 評 価 額 の 算 定 誤 り に よ り ， 令 和 ２

年度から平 成１２ 年度課税分 まで遡 及して評価 を修正 し，固定資

産税及び都 市計画 税約１，４ ００万 円に加算金 約３０ ０万円を付

して還付し たもの である。課 税誤り が市民生活 へ与え る影響は多

大であるこ とから ，対象固定 資産の 評価・算定 時には 複数人でチ

ェ ッ ク を 行 う な ど ， 誤 り が 発 生 し な い よ う 十 分 注 意 さ れ た い 。  

財政部資産税課  

 

(9) 収納金の払込みについて  
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 税 ・ 使 用 料 等 の 収 納 金 は ， 柏 市 財 務 規 則 （ 以 下 「 規 則 」 と い

う 。） 第 ３ ６ 条 に 現 金 を 直 接 収 納 し た と き は ， 特 別 の 事 情 が あ る

場 合 を 除 く ほか， 当日又は翌 日に指 定金融機関 等に払 い込 ま な け

ればならな い と規 定されてい るが， 当日又は翌 日の払 込みが行わ

れ て い な か っ た も の 。  

 ア  収 納 金 の 払 込 み 遅 延 が 常 態 化 し て い る こ と に つ い て ， 令 和 ２

年 度 に 実 施 し た 定 期 監 査 で 注 意 を 行 っ た が ， 今 回 の 定 期 監 査

で の 確 認 時 に お い て も 改 善 が 図 ら れ て お ら ず ， 早 急 な 事 務 の

見 直 し や 体 制 の 整 備 が 求 め ら れ る も の 。  

 教育委員会学校教育部市立柏高等学校  

 イ  近 隣 セ ン タ ー に お い て は ， 職 員 体 制 や 勤 務 形 態 に よ り 規 則 の

厳 密 な 遵 守 が 難 し い 中 で ， 近 隣 セ ン タ ー を 所 管 す る 地 域 づ く

り 推 進 部 地 域 支 援 課 に 対 し ， 財 政 部 財 政 課 及 び 会 計 課 と 協 議

し ， 近 隣 セ ン タ ー の 現 状 に 則 し た 収 納 金 の 払 込 み 時 期 に つ い

て ，「 特 別 の 事 情 が あ る 場 合 」 が 適 用 さ れ る か ど う か の 早 期 確

認 を 求 め る も の 。  

 地域づくり推進部地域支援課  

 

(10) 会計年度任用職員関係事務の不適切な処理について  

 ア  通 勤 費 及 び 雇 用 保 険 料 の 誤 り  

 こ ど も 部 こ ど も 福 祉 課 で 勤 務 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 に つ い

て ， 通 勤 手 段 変 更 の 通 勤 届 が 提 出 さ れ て い た に も か か わ ら ず ，

総 務 部 人 事 課 に お い て シ ス テ ム 上 の 変 更 を 行 わ ず に 通 勤 費 を

誤 っ て 計 上 し た も の 。 ま た ， こ ど も 福 祉 課 に お い て も ， 通 勤

費 の 計 算 が 誤 っ て い る こ と に 気 付 か ず そ の ま ま 本 人 に 支 給 し

た も の （ 会 計 年 度 任 用 職 員 服 務 の 手 引 Ｐ ２ ９ ， ３ ０ ， ３ ４ ～

３ ６ ）。  

 総務部人事課  

 こども部こども福祉課  

 イ  勤 務 状 況 報 告 に 係 る 所 属 長 の 確 認 印 漏 れ  

 こ ど も 部 学 童 保 育 課 で は ， 会 計 年 度 任 用 職 員 の こ ど も ル ー
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ム に お け る 勤 務 形 態 を 考 慮 し ， 服 務 整 理 簿 と 出 勤 簿 を 兼 ね た

独 自 の 様 式 に よ り 勤 怠 管 理 を 行 っ て い る が ， 当 該 様 式 に 所 属

長 確 認 欄 が な く ， 所 属 長 に よ る 確 認 印 が 押 印 さ れ て い な か っ

た も の （ 会 計 年 度 任 用 職 員 服 務 の 手 引 別 紙 ６ ）。  

 こども部学童保育課  

 

な お ， 事 務 処 理 上 改 善 す べ き 軽 易 な 事 項 等 に つ い て は ， 監 査 実

施 中 に 口 頭 に よ り 注 意 ， 指 導 を 行 っ た と こ ろ で あ る が ， そ の 他 の

事 務 事 業 は お お む ね 適 正 に 執 行 さ れ て い る も の と 認 め た 。  

 

８  意見  

本 監 査 に お い て は ， 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 や そ の 他 事 務 事 業

の 執 行 の 正 確 性 及 び 合 規 性 に 加 え ， 事 務 事 業 の 経 済 性 ， 効 率 性 及

び 有 効 性 の 観 点 か ら 監 査 を 行 っ た 。 特 に ， 地 方 自 治 法 第 ２ 条 に 規

定 す る ， 最 少 の 経 費 で 最 大 の 効 果 を 挙 げ て い る か ， ま た 組 織 及 び

運 営 の 合 理 化 に 努 め て い る か に 主 眼 を 置 き ， 事 務 事 業 の 執 行 状 況

に つ い て 監 査 を 実 施 し た 。  

意 見 を 付 さ れ た 所 管 部 署 は ， 上 記 の 趣 旨 を 踏 ま え ， 自 ら の 事 務

事 業 に つ い て 再 点 検 を 行 い ， 業 務 改 善 に つ な げ ら れ た い 。  

 

【監査意見】  

本 監 査 の 結 果 か ら ， 特 に 意 見 を 付 す べ き と 判 断 し た も の を 以 下

に 掲 げ る 。  

 

(1) キャッシュカードの作成及び使用について  

 本 件 は ， 公 金 以 外 の 現 金 の 取 扱 い に お け る キ ャ ッ シ ュ カ ー ド

（ 以 下 「 カ ー ド 」 と い う 。） の 作 成 及 び 使 用 に つ い て 意 見 を 付 す

も の で あ る 。  

 カ ー ド の 作 成 及 び 使 用 に つ い て は ， 平 成 ２ ８ 年 度 及 び 平 成 ２ ９

年 度 に 実 施 し た 定 期 監 査 で ， 市 職 員 が 取 り 扱 っ て い る 市 以 外 の 団

体 等 が 保 有 す る 預 金 口 座 の 入 出 金 等 に お い て カ ー ド を 使 用 し て い
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た 事 案 に 対 し ， カ ー ド は 不 正 や 事 故 に つ な が り や す く ， ま た 公 金

の 管 理 に お い て は 会 計 課 が 全 庁 的 に 使 用 し な い よ う 指 導 し て い る

こ と か ら ， 速 や か に 使 用 を 中 止 す る よ う 指 摘 し た と こ ろ で あ る 。  

 本 監 査 に お い て 確 認 し た と こ ろ ， 総 務 部 防 災 安 全 課 ， 市 民 生 活

部 市 民 課 及 び 議 会 事 務 局 庶 務 課 が 取 り 扱 っ て い る 市 以 外 の 団 体 等

の 預 金 口 座 の 管 理 に 当 た り ， カ ー ド を 作 成 し て い る こ と が 確 認 さ

れ た 。 作 成 の 理 由 は ， 銀 行 窓 口 の 営 業 時 間 外 に 現 金 を 引 き 出 す 必

要 が 生 じ る こ と へ の 対 応 や ， 団 体 側 か ら 振 込 手 数 料 が 窓 口 で の 振

込 よ り 安 価 な カ ー ド を 推 奨 さ れ て い る な ど と い う も の で あ っ た 。  

 公 金 か 否 か に か か わ ら ず ， 市 で 取 り 扱 う 現 金 ・ 預 金 の 管 理 に お

い て 事 件 や 事 故 が 発 生 す れ ば ， 市 又 は 職 員 が そ の 損 害 を 補 て ん す

る こ と を 免 れ な い 場 合 も あ り ， 市 の 信 用 失 墜 に つ な が り か ね な い 。  

 カ ー ド は ， 緊 急 の 支 払 い が 生 じ た 際 に 速 や か に 対 応 で き る と い

う 利 点 が あ る 反 面 ， カ ー ド を 管 理 し て い る 職 員 個 人 の 判 断 で 使 用

さ れ た り ， 暗 証 番 号 の 漏 洩 あ る い は 不 正 行 為 ， 紛 失 ・ 盗 難 の 恐 れ

が あ る な ど ， カ ー ド を 所 有 す る こ と 自 体 に リ ス ク を 伴 い ， リ ス ク

回 避 の 観 点 か ら 安 易 に 所 有 す べ き で は な い 。  

 し か し な が ら ， 近 年 ， 金 融 機 関 に お け る 窓 口 業 務 の 縮 減 や 新 た

な 手 数 料 が 設 定 さ れ る な ど ， 上 記 の 定 期 監 査 で 指 摘 し た 時 期 と は

異 な る 状 況 が 生 じ て い る こ と も 事 実 で あ る 。 こ の こ と を 踏 ま え れ

ば ， カ ー ド の 使 用 を 一 律 に 認 め な い こ と は 現 実 的 で は な い が ， そ

の 場 合 で も 徹 底 し た 管 理 体 制 と 一 体 と な っ た 使 用 が 望 ま れ る 。  

 本 件 の 所 管 部 署 に 限 ら ず ， 全 て の 部 署 に お い て ， 原 則 と し て カ

ー ド は 作 成 し な い と 認 識 し た 上 で ， 特 別 な 理 由 に よ り や む を 得 ず

カ ー ド を 使 用 す る 場 合 は ， 管 理 責 任 者 の 選 任 ， 厳 重 な 保 管 場 所 の

確 保 及 び 所 属 長 に よ る 定 期 的 な 口 座 残 高 の 確 認 な ど の 取 扱 基 準 を

設 け る ル ー ル の 整 備 並 び に 適 切 な 管 理 体 制 を 構 築 さ れ た い 。  

 ま た ， 会 計 課 に お い て は ， ル ー ル の 整 備 や 体 制 の 構 築 が 必 要 な

部 署 が あ れ ば ， 指 導 ・ 助 言 を 行 い ， 現 金 及 び 預 金 管 理 の 適 正 性 に

つ い て 担 保 さ れ た い 。  

  総務部防災安全課  
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  市民生活部市民課  

  会計課  

  議会事務局庶務課  

  全部署  

 

(2) 契約手続及び予算執行の適正化について  

  本 件 は ， 教 育 委 員 会 学 校 教 育 部 学 校 施 設 課 に お け る 契 約 手 続 及

び 予 算 執 行 の 適 正 化 に つ い て 意 見 を 付 す も の で あ る 。  

 ア  小 学 校 敷 地 内 に あ っ た コ ン ク リ ー ト 殻 等 の 処 分 に 当 た り ， そ

の 内 容 か ら 業 務 委 託 が 妥 当 で あ っ た も の に つ い て ， 工 事 請 負

契 約 を 締 結 し ， 工 事 請 負 費 予 算 を 執 行 し て い た 。  

  当 該 工 事の内 容を担当部 署に確 認したとこ ろ，当 該コンクリ

ート 殻等 は ，手 賀 西小 学校 校 庭に あ った 築山 （ 遊具 と して 使 用

して いた 。 ）を 昨 年度 撤去 し た際 に 発生 した も ので あ った が ，

産業 廃棄 物 とい う こと もあ っ てそ の まま 残置 し ，改 め て令 和 ３

年度 予算 で処 分 し たと のこ とで あ る 。工 事と して 発 注 した のは ，

ほか の石 な どが 混 在し てい た ため 仕 分け 作業 が 必要 だ った こ と

及 び 校 庭 の 整 地 を 含 ん で い る か ら と い う 説 明 で あ っ た 。  

  本監査 で確認 したところ ，当該 工事の仕様 書には コンクリー

ト殻 及び 栗 石の 仕 分け と運 搬 ・処 分 費だ けが 記 載さ れ てお り ，

校庭 の整 地 の記 載 は確 認で き ず， 廃 棄物 の処 分 が主 目 的で あ っ

た 蓋 然 性 が 高 い 。  

  本件工 事契約 の相手方（ 元請業 者）は廃棄 物の処 理及び清掃

に 関 す る 法 律 （ 以 下 「 法 」 と い う 。 ） に 基 づ き ， 産 業 廃 棄 物

（コ ンク リ ート 殻 ）を 法に 基 づく 処 分許 可を 受 けて い る業 者 と

処分 委託 契 約書 を 締結 し， 法 に従 っ てマ ニフ ェ スト の 授受 も 適

切に 行っ て いた こ とは 確認 で きた た め， その 運 搬や 処 分自 体 に

違 法 性 は な い 。  

  しかし ながら ，本件契約 締結事 務について は，コ ンクリート

殻を 処分 す る費 用 を積 算し ， 設計 金 額を 設定 し たと こ ろ， 業 務

委託 では 財 政部 契 約課 の入 札 案件 と なり ，手 間 が 増 え るこ と か
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ら 故 意 に 工 事 を 選 択 し た も の と 捉 え ら れ か ね な い 。  

 イ  学 校 敷 地 内 に お い て ， 切 株 を 残 し た 樹 木 伐 採 の 支 出 科 目 を ，

委 託 料 で は な く 工 事 請 負 費 と し て い た 。  

   市 で は ， 財 務 会 計 の 手 引 に お い て 注 意 す べ き 支 出 科 目 に つ い

て分 類し て おり ， 「植 木剪 定 ，伐 採 等」 の支 出 科目 は ，「 植 木

伐採 ・移 植 ，枝 下 ろし 」に つ いて は 委託 料， 「 伐採 し て整 地 す

る場 合・ 植 栽」 に つい ては 工 事請 負 費と なっ て いる 。 した が っ

て本 件の 業 務内 容 は委 託に 分 類さ れ るも ので あ り， 支 出科 目 に

認 識 の 誤 り が 生 じ て い る 。  

  学 校 施 設 課 は ， 工 事 請 負 及 び 業 務 委 託 の そ れ ぞ れ の 内 容 ・ 性 質

を再検討し ， 今後 は，予算要 求の段 階から，業 務内容 に伴う支出

科目につい て財政 部と入念に 調整し ，適切な予 算科目 による契約

事務に努め るとと もに ，市民 に疑念 を持たれる ことの ないよう，

適切な契約 手続と 適正な予算 執行の 徹底が図ら れるよ う，部内で

対 策 を 講 じ ， 再 発 防 止 に 努 め ら れ た い 。  

  教育委員会学校教育部学校施設課  

 

(3) 職員の技術や知識の継承について  

  本 件 は ， 職 員 間 の 技 術 や 知 識 等 の 継 承 に つ い て 意 見 を 付 す も の

で あ る 。  

  市 で は 近 年 ， 多 く の 職 員 の 定 年 退 職 を 受 け ， そ の 補 充 の た め 新

規採用職員 を多く 採 用し，ま た平成 ２９年度に 「柏市 民間委託推

進指針」を策 定し ， 民間委託の 導入 を積極的かつ 計画 的に推進し，

これらによ って少 子高齢化 等 に よ る 昨 今 の 行政 ニーズ 拡大に対応

し て き た 。  

  今 年 度 の 定 期 監 査 に 先 立 っ て 令 和 ３ 年 度 リ ス ク 評 価 を 全 庁 で 実

施 し た と こ ろ ， こ う し た 多 く の 職 員 の 定 年 退 職 ， 人 事 異 動 及 び 業

務 の 委 託 化 に 伴 い ， 業 務 に 関 す る 技 術 や 知 識 が 後 任 の 職 員 に 引 き

継 が れ な い こ と を リ ス ク と 捉 え て い る 部 署 が 複 数 存 在 し た 。  

  本 監 査 で 確 認 し た と こ ろ ， 例 え ば ， 水 道 部 総 務 課 で は 水 道 部 内

で研修を開 催した り，外部研 修へ職 員を積極的 に派遣 し 知 識 や 技
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術の向上を 図って いるとのこ とであ った。また ，総務 部技術管理

課によると ，同人 事課におい て令和 ４年度より 開始す る予定の若

手職員の設 計や現 場監督等の 業務を 補助及び支 援する 目的で市を

退職した職 員のス キルや経験 を活か した業務支 援員と いう職種の

活用につい て関係 各課に支援 ・協力 していくこ と，並 びに都市部

や土木部の 協力を 得ながら土 木技師 の育成グル ープの 立ち上げを

検 討 し て い る と い う こ と で あ っ た 。  

  さ ら に は ， 土 木 部 道 路 総 務 課 で は ， 道 路 等 境 界 確 定 に 係 る 立 会

業務委託に 当たり 委託先が実 施する 境界確定業 務の考 え方を確認

し ， 業者と ともに 実施するこ とを通 じて，委託 業者が 持っている

ノウハウ等 を職員 も吸収して 学んで いけるよう に工夫 をしている

と の こ と で あ っ た 。  

 職 員 の 知 識 や 技 術 の 継 承 は 全 庁 で 取 り 組 む べ き 課 題 で あ り ， 全

て の 部 署 が そ の 当 事 者 で あ る と の 認 識 の も と ， 若 手 職 員 や 異 動 し

て 間 も な い 職 員 が 適 切 に 知 識 を 習 得 で き る 体 制 を 整 え る と と も に ，

業 務 委 託 に お い て は 市 が 行 う べ き 業 務 と 外 部 に 委 託 す る 業 務 を 峻

別 し ， 合 理 的 な 業 務 委 託 を 行 い な が ら も ， 技 術 や 知 識 等 が 途 切 れ

る こ と な く 職 員 に 引 き 継 が れ ， ま た 業 務 ノ ウ ハ ウ を 職 員 自 身 が 修

得 で き る よ う 対 策 を 講 じ ， 市 民 サ ー ビ ス の 向 上 及 び 市 民 満 足 度 の

高 い 市 政 運 営 に 取 り 組 ま れ た い 。  

  全部署  

 

(4) 会計年度任用職員の服務の取扱いについて  

 本 件 は ， 会 計 年 度 任 用 職 員 の 服 務 の 取 扱 い に つ い て 意 見 を 付 す

も の で あ る 。  

 会 計 年 度 任 用 職 員 の 服 務 に 関 し ， 年 次 有 給 休 暇 の 取 得 が 可 能 な

状 況 に も か か わ ら ず 欠 勤 扱 い と し て い る も の が 多 数 見 受 け ら れ た 。

ま た そ の 理 由 と し て ， 所 得 税 等 や 社 会 保 険 の 被 扶 養 者 と な る よ う

収 入 を 抑 え る た め に 本 人 が 欠 勤 扱 い を 希 望 し た と 回 答 し た 部 署 が

複 数 あ っ た 。  

 総 務 部 人 事 課 は ， 会 計 年 度 任 用 職 員 服 務 の 手 引 （ 以 下 「 手 引 」
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と い う 。 ） Ｐ １ ９ に お い て ， 年 次 有 給 休 暇 の 取 得 が 可 能 な 場 合 に

は ， 欠 勤 で は な く ， 年 次 有 給 休 暇 の 取 得 を 優 先 す る よ う 説 明 し て

い る 。 欠 勤 は ， 報 酬 が 減 額 さ れ ， 出 勤 率 へ の 影 響 度 合 い に よ っ て

は 翌 年 度 の 任 用 の 可 否 ， 年 次 有 給 休 暇 の 付 与 条 件 等 に 影 響 を 及 ぼ

す も の で あ る 。 会 計 年 度 任 用 職 員 を 採 用 す る 全 て の 部 署 に お い て

は ， 採 用 時 に 所 得 税 等 や 社 会 保 険 の 被 扶 養 者 に 該 当 す る 勤 務 条 件

に つ い て 十 分 な 合 意 形 成 を 図 る こ と に よ り ， 会 計 年 度 任 用 職 員 が

収 入 抑 制 を 目 的 と し て 欠 勤 す る 必 要 が 生 じ な い よ う に す べ き で あ

る 。  

 会 計 年 度 任 用 職 員 を 採 用 し て い る 各 部 署 に お い て は ， 所 属 長 を

は じ め と す る 管 理 職 が ， 出 勤 状 況 や 年 次 有 給 休 暇 の 日 数 な ど を 常

に 的 確 に 把 握 す る と と も に ， 欠 勤 す る 職 員 に 対 し て は ， 欠 勤 に 伴

う 不 利 益 を 明 確 に 説 明 し た 上 で ， 欠 勤 の 理 由 を 確 認 し ， 本 人 が 適

切 に 判 断 で き る よ う 十 分 配 慮 さ れ た い 。 ま た 人 事 課 は ， 各 部 署 で

会 計 年 度 任 用 職 員 の 服 務 の 管 理 が 適 正 に 行 え る よ う ， 採 用 時 の 手

続 や 服 務 管 理 に お い て そ の 手 続 を 詳 細 に 明 記 し ， ま た 手 引 等 に よ

る 周 知 徹 底 を 図 る と と も に ， 各 部 署 に 対 し て 指 導 や 助 言 を 行 わ れ

た い 。  

  総務部人事課  

  会計年度任用職員を採用する全部署  

 

(5) 随意契約における支出削減の取組について  

  本 件 は ， 各 部 署 が 実 施 す る 随 意 契 約 に お け る 支 出 削 減 の 取 組 に

つ い て 意 見 を 付 す も の で あ る 。  

  今 回 の 定 期 監 査 に 際 し ， 令 和 ３ 年 ４ 月 １ 日 以 降 に 各 部 署 に お い

て 締 結 し た 随 意 契 約 状 況 を 確 認 し た と こ ろ ， 業 務 の 性 質 を 理 由 に

一 者 随 意 契 約 を 締 結 し て い る 案 件 が あ っ た が ， そ れ ら 案 件 の 中 に

は 契 約 決 定 額 が 設 計 額 に 対 し て １ ０ ０ ％ か そ れ に 極 め て 近 い 金 額

と な っ て い る 案 件 が 多 数 見 受 け ら れ た 。  

  そ も そ も 契 約 に つ い て は ， 地 方 自 治 法 施 行 令 第 １ ６ ７ 条 の ２ に

おいて随意 契約の 条件が，ま た柏市 財務規則第 １３９ 条において
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は随意契約 の見積 書の 徴取に 係る条 件が規定さ れてお り，市では

こ れ ら の 規 定 に 則 り 契 約 事 務 を 行 う 必 要 が あ る 。  

  し か し な が ら 本 監 査 に お い て は ， 契 約 先 を そ の 相 手 に 限 る 必 要

があったの か不明 瞭な案件が 見受け られた。複 数者に よる見積り

合わせを実 施し少 しでも契約 金額を 抑え，支出 を削減 することに

つ い て ， 十 分 な 検 討 が 行 わ れ た の か は 疑 問 が 残 る 。  

  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 の 影 響 に よ り ， 今 後 市 の 税 収 等

の減少が予見 され るところであ る。 契約事務を行 う全 ての部署は，

契約の締結 に当た っては複数 者によ る見積り合 わせが 可能である

かをまず検 討し， 安易に一者 との契 約締結を選 択する ことのない

よう努めら れたい 。また，コ ロナ禍 における緊 急対応 で 一 者 随 意

契 約 と し た案 件に ついても，業 務経 験が蓄積され たの で，今後は，

複数者によ る見積 り合わせを 改めて 検討し，今 後の契 約事務に反

映 さ れ た い 。  

  全部署  

 

(6) 地球温暖化対策の取組の推進について  

  本 件 は ， 市 の 地 球 温 暖 化 対 策 の 取 組 の 推 進 に つ い て 意 見 を 付 す

も の で あ る 。  

  市 で は 令 和 元 年 １ ０ 月 に 第 三 期 柏 市 地 球 温 暖 化 対 策 計 画 （ 以 下

「 計 画 」 と い う 。） を 策 定 し ， 安 心 で 持 続 可 能 な 社 会 を 目 指 し た

低炭素スタ イルの 実現を将来 社会像 として定 め ， 令和 １２年度ま

でに温室効 果ガス を平成２５ 年度比 ２４％削減 するこ とを目標に

掲げている 。ま た 計画を着実 に実行 するため， 柏市地 球温暖化対

策推進本部 を設置 し ，環境部 が主導 して各種施 策を行 っていると

こ ろ で あ る 。  

  本 監 査 で 各 部 局 の 取 組 を 確 認 し た と こ ろ ， 公 共 施 設 を 所 管 す る

部局では，施 設の 建替え等の機 会を 捉え，太陽光 発電 設備の設置，

屋上・壁面 の緑化 あるいはＬ ＥＤ照 明の導入等 を行っ ているとの

ことであっ た。ま た，沼南庁 舎では 平成３０年 度末に ガス発電や

廃熱利用の 空調設 備を導入し ，導入 前と比べて 光熱水 費及び二酸
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化 炭 素 排 出 量 を ２ 割 程 度 削 減 で き た と い う こ と で あ っ た 。  

  各 部 署 に お い て は ， 今 後 も Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 目 標 の １ つ で も あ る 地 球

温 暖 化 対 策 を 様 々 な 施 策 を 通 じ て ， そ の 取 組 を 推 進 さ れ た い 。  

  環境部環境政策課  

  全部署  

 


